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排水枝管接続口 支持金具

維持管理用掃除口

排水流入口

１．排水ヘッダー工法の概要

（１）配管工法の解説

洗面所などの１階床下に設置した排水ヘッダーに対して排水管を接続させる工法で、外周基礎の配管貫通数の削
減や屋外汚雑埋設配管・排水桝の減少が図られ、排水設備工事の省力化が可能になる。

①複数同時排水時でもスムーズに排水できる本体形状。

②排水枝管への逆流を減少する接続口高さ。

③維持管理用の掃除口を設置。

④排水ヘッダー本体は付属支持金具でレベル調整可能。

⑤排水器具の追加対応が可能。

⑥組立は専用工場で行い、気密試験による品質管理を徹底。

（２）排水ヘッダー工法の特徴

前澤化成工業（株）製品
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排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

排水ヘッダー

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

単独配管

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

２．排水ヘッダーの配管方式

①排水ヘッダーへの接続器具数は、下記の７器具
 　を上限とする。

＜接続器具数の制限＞

８器具以上の器具が設置されている場合には、
下記の①又は②の通り計画すること。

①大便器の排水配管を別系統とする。
※１階、２階どちらの配管を区分しても可。

②排水ヘッダーを複数設置し、排水系統を分割
 　する。

概　念　図 解　説

排水ヘッダーの設置場所は１階床下とし、２・３階床下の設置は不可とする。
器具設置位置・器具数などにより異なるが、水廻りが集中する洗面所床下やトイレ床下に計画すること。１階に水廻り
が無い場合は立下り管付近に計画する。また床下点検口は排水ヘッダーの近くに設けるのが望ましいが、離れて設け
る場合は床下点検ルートを必ず確保すること。

雑排水５器具＋汚水（大便器）２器具
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②排水ヘッダーシステム工法に限り、２階大便器
　 と２階洗面化粧台の排水配管合流を可とする。

基本設計プラン

１Ｆ

２Ｆ

１

③合流の有無に係わらず、２階大便器配管には
　 通気配管を設けること。

８器具以上の場合－①２

８器具以上の場合－②３

手洗器大便器 ＵＢ洗濯機洗面化粧台 キッチン

大便器 洗面化粧台

※雑排水５器具にトイレ内手洗器は含まない。
※ＵＢは１系統のみとする。

＜排水ヘッダーの基本事項＞

大便器

大便器

２Ｆ

１Ｆ

洗面化粧台

洗面化粧台 洗濯機 キッチンＵＢ

洗濯機

※行政の指導がある場合は、それに従うこと。
※以下に示す概念図は２階建となっているが、３階建も同様のルールにて計画すること。



通気配管

排水桝

排水ヘッダー

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

排水ヘッダー

通気配管

単独配管

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

ユニットバスが複数設置されている場合には、
接続器具数が７器具以内であっても下記の①
又は②の通り計画すること。

①大便器の排水配管を別系統とする。
※１階、２階どちらの配管を区分しても可。

②排水ヘッダーを複数設置し、排水系統を分割
 　する。

概　念　図 解　説
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４

ＵＢが複数ある場合－②５

大便器

大便器

２Ｆ

１Ｆ

手洗器

洗面化粧台 洗濯機 キッチンＵＢ

ＵＢが複数ある場合－①

ＵＢ

＜ＵＢ接続数の制限＞

＜配管計画上の制限＞

上階に２以上の大便器があり、上階設置の大便
器を合流させた場合は、１階設置の排水ヘッダ
ーには接続させない。

※同時排水時にトラップの跳ね出し現象が発生
　 するため。

大便器

大便器

１Ｆ

２Ｆ

手洗器

上階に複数の大便器がある場合６

３Ｆ 大便器



排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

排水ヘッダー

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー 排水ヘッダー

通気配管

排水桝

排水桝

単独配管 排水ヘッダー

通気配管

屋外配管へ

排水桝

＜配管計画上の注意＞

配管計画上、排水ヘッダーへの接続が困難な
場合（配管勾配が確保できない場合等）には　
別系統にて配管計画を行なう。（P.006参照）

＜配管計画上の注意＞

水廻りが分散し、排水ヘッダーに集中配管する
ことが困難な場合には、排水ヘッダーを分割し
て設置する。

概　念　図 解　説

＜配管計画上の注意＞

分割設置した排水ヘッダーを連結することは可と
する。

※接続可能器具は７器具以内とし、それを超え
　る場合には主配管を別系統で計画し、排水桝
　へ接続すること。
　横引配管延長の制限に注意し、配管勾配を確
　保すること。（P.006参照）
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キッチン大便器

大便器

１Ｆ

２Ｆ

洗面化粧台

手洗器

洗濯機 ＵＢ手洗器

洗面化粧台

１器具だけ離れている場合７

キッチン大便器

大便器

器具設置位置が分散している場合－①

１Ｆ

２Ｆ

８

洗面化粧台

洗面化粧台手洗器

手洗器 洗濯機 ＵＢ

キッチン大便器

大便器

１Ｆ

２Ｆ

９

洗面化粧台

洗面化粧台手洗器

手洗器 洗濯機 ＵＢ

器具設置位置が分散している場合－②



排水桝

排水ヘッダー

排水桝

排水ヘッダー

排水桝

通気配管

通気配管

排水ヘッダー

排水ヘッダー

排水桝

屋外配管へ

排水ヘッダー

排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

通気配管

＜配管計画上の注意＞

２階に水廻りが集中している場合、合流して立
下げて排水ヘッダーに接続する。

＜配管計画上の注意＞

２世帯住宅等で器具数が多い場合、排水ヘッダ
ーを複数設置し、排水系統を分割する。

概　念　図 解　説
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２階に水廻りが集中している場合10

キッチン大便器

大便器

２Ｆ

１Ｆ

洗面化粧台

洗面化粧台

手洗器 洗濯機 ＵＢ

キッチン

大便器

大便器

１Ｆ

２Ｆ

洗面化粧台

洗面化粧台手洗器 洗濯機 ＵＢ

２世帯住宅等の場合11

手洗器 洗濯機 ＵＢ キッチン

＜配管計画上の制限＞

排水ヘッダーを使用した場合、１階大便器と手
洗器、あるいは１階大便器と２階洗面化粧台を
合流させても通気配管は不要。

大便器

２Ｆ

１Ｆ

洗面化粧台

手洗器

排水ヘッダー使用による通気配管の特例12



φ125
スリーブボイド管

排水ヘッダー工法は、１階床下の排水配管が従来工法と比べ増加することから、１階床下の点検・管理が容易に
行える配管経路を計画すること。
間仕切基礎貫通位置に設置するスリーブボイド管は、基礎上端より110mmの位置に設置し、サイズはφ125とする
ことから、間仕切基礎貫通可能距離は下記の寸法以下とする。

（ｍｍ）

A

1000

2000

3000

φ50

B

φ75 φ50

C

φ75

※配管勾配１／１００にて算定。

間仕切基礎貫通可能距離（Ａ＋Ｂ又はＡ＋Ｃ）

（１）間仕切基礎貫通

※間仕切基礎貫通箇所の有無に係らず、基礎貫通部材キットから最も離れた排水器具までの最大横引延長は、
　メンテナンス性を考慮し１２ｍとする。
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例：Ａ寸法が1000mm（１m）の時

Ｂ寸法は6500mm（φ50の場合）以内
Ｃ寸法は4500mm（φ75の場合）以内

となる。

A：外周基礎芯より排水ヘッダーの主管接続位置までの距離
B：排水ヘッダー枝管方向の間仕切基礎貫通可能寸法
C：排水ヘッダー上流方向の間仕切基礎貫通可能寸法

３．配管計画

排水ヘッダーを連結さ
せる場合、上流側排水
ヘッダー枝管の間仕切
基礎貫通は不可

（以内）

6500

5500

4500

5000

4000

3000

6000

5000

4000

4500

3500

2500



ユニットバスより

L-1

A
排水ヘッダー

ユニットバスより

B C

A

ユニットバスへの配管は、排水配管の横引延長が長くなると配管勾配の関係上、接続が困難になる。よってユニッ
トバス毎に配管最大高さを確認すること。

（２）ユニットバス排水管の高さ制限

※メーカーによって配管の高さが異なるので、事前に確認すること。
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ユニットバス配管高さ確認

左表より接続可能かどうかを判断

排水ヘッダーとﾕﾆｯﾄﾊﾞｽとの間に
間仕切基礎があるか確認

間仕切基礎貫通可能距離を
P.006の表より判断



＜前澤化成製品　製品図＞

排水ヘッダーは接続器具数により、ヘッダー本体を組合せて使用する。
以下に、排水ヘッダーの寸法及びよく使われる組合せパターン例を示す。

４．排水ヘッダー組合せ例

・枝管の口径、流入本数により本体形状が異なる。
・上流接続口の口径は75mm。口径50mmへの対応はインクリーザー75x50（現場調達品）を使用する。

洗
　
面
　
所
　
床
　
下
　
設
　
置

＜前澤化成製品　組合せパターン及び寸法図＞

ヘッダー上流側はキャップ止め

50mm

75mm

50mm

75mm

50mm

75mm

75mm

50mm

インクリーザー75x50を使用する

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

φ７５mm配管をヘッダー上流側に接続

ヘッダー上流側はキャップ止め

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

５口

２口

２口

４口

５口

２口

２口

５口
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φ７５mm配管をヘッダー上流側に接続

ヘッダー上流側はキャップ止め

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

インクリーザー75x50を使用する

洗
　
面
　
所
　
床
　
下
　
設
　
置

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数 ２口

４口

雑排水器具接続数

汚水器具接続数 １口

４口

75mm

50mm

75mm

50mm

75mm

50mm

４口

２口

ヘッダー上流側はキャップ止め

50mm

75mm

50mm

75mm

50mm

75mm

75mm

50mm

ヘッダー上流側はキャップ止め

インクリーザー75x50を使用する

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

ヘッダー上流側はキャップ止め

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

３口

０口

３口

１口

５口

０口

５口

０口
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φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

ト
　
イ
　
レ
　
床
　
下
　
設
　
置

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

洗
面
所
床
下
設
置

インクリーザー75x50を使用する

ヘッダー上流側はキャップ止め

２階洗面等と２階大便器は単独配管

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

インクリーザー75x50を使用する

２階洗面等と２階大便器は単独配管

75mm

50mm

０口

３口

75mm

50mm

２口

１口

75mm

50mm

２口

１口

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

インクリーザー75x50を使用する

２階洗面等は単独配管

50mm

75mm

50mm

75mm

50mm

75mm

50mm

75mm

ヘッダー上流側はキャップ止め

２階洗面等と２階大便器は合流配管

φ７５ｍｍ配管をヘッダー上流側に接続

２階洗面等と２階大便器は合流配管

ヘッダー上流側はキャップ止め

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

２階洗面等は単独配管

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

１口

１口

１口

１口

２口

０口

２口

０口
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＜前澤化成製品（４５度Y型を使用する場合）の組合せパターン及び寸法図＞

洗
　
面
　
所
　
床
　
下
　
設
　
置

配管経路の交差

可 不可
４５度Y型の排水ヘッダーを使用する場合、上流
側の配管経路と交差することが考えられるので、
最上流部分に４５度Ｙ型を設置するか、上流側
の隣接する排水ヘッダーの流入口が逆方向の
場合に計画すること。

インクリーザー75x50を使用する

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

φ７５mm配管をヘッダー上流側に接続

ヘッダー上流側はキャップ止め

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

インクリーザー75x50を使用する

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

ヘッダー上流側はキャップ止め

φ７５mm配管をヘッダー上流側に接続

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

５口50mm

75mm ２口

５口50mm

75mm ２口

５口50mm

75mm ２口

４口50mm

75mm ２口

４口50mm

75mm ２口

４口50mm

75mm ２口
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ト
　
イ
　
レ
　
床
　
下
　
設
　
置

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

ヘッダー上流側はキャップ止め

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

２階洗面等と２階大便器は合流配管

２階洗面等は単独配管

ヘッダー上流側はキャップ止め

２階洗面等は単独配管

ヘッダー上流側はキャップ止め

ヘッダー上流側はキャップ止め

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

雑排水器具接続数

汚水器具接続数

洗
　
面
　
所
　
床
　
下
　
設
　
置

ヘッダー上流側はキャップ止め

２階洗面等と２階大便器は単独配管

２階洗面等と２階大便器は単独配管

φ５０mm配管をヘッダー上流側に接続

インクリーザー75x50を使用する

２階洗面等と２階大便器は合流配管

φ７５mm配管をヘッダー上流側に接続

75mm

50mm

１口

４口

75mm

50mm

１口

３口

75mm

50mm

２口

１口

75mm

50mm

２口

１口

75mm

50mm

２口

０口

75mm

50mm

２口

０口

75mm

50mm

１口

１口

75mm

50mm

１口

１口
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流
出

汚
水
（２
階
）

洗
濯

洗
面

Ｕ
Ｂ

キ
ッ
チ
ン

＜１Ｆトイレを別系統とする場合＞
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５．排水ヘッダー標準納まり例



流
出

キ
ッ
チ
ン

洗
濯

Ｕ
Ｂ

洗
面

（２
階
）
汚
水

ト
イ
レ
＜全器具合流させる場合＞
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排水ヘッダー（工場組立品・前澤化成製品）

形　状　・　寸　法

品　名　・　規　格

・ＨＨ－ＯＳ ７５×１００

用　途

・排水管の集中分岐継手

・ＨＨ－ＩＣ １００

・ＨＨ－９０Ｙ１００×５０

・ＨＨ－９０ＹＷ１００×５０

・ＨＨ－９０Y１００×７５

・ＨＨ－４５Y右１００×７５

・ＨＨ－４５Y左１００×７５

※前澤化成工業（株）　製品

・ＨＨ－ＩＳ １００×７５

７５×１００ １００×５０ １００×５０ １００×７５ １００×７５ １００×７５ １００
ＨＨ－ＯＳ ＨＨ－９０Ｙ ＨＨ－９０ＹＷ ＨＨ－９０Y ＨＨ－４５Y右 ＨＨ－ＩＳ ＨＨ－ＩＣ

本体部品

本体付属部品

・掃除口蓋

・ＨＨ－ＦＰ１００

・Ｍ８×４０Ｌ

・ＨＨ－ＳＫ－Ｎ（ねじりタイプ）

・ＨＨ－ＳＫ－Ｌ（Ｌ字型タイプ）

・Ｍ８×３５Ｌ

本体部品

本体付属部品

支持金具用部品

掃除口蓋 ＨＨ－ＦＰ１００ Ｍ８×４０Ｌ

支持金具用部品

ＨＨ－ＳＫ－ＬＨＨ－ＳＫ－Ｎ Ｍ８×３５Ｌ

・材質
ヘッダー本体：ＰＶＣ（塩化ビニル樹脂）製
支持金具：ＳＰＨＣ－Ｐ

（鋼製有色クロメート）製

６．排水ヘッダー部材

（ねじりタイプ） （Ｌ字型タイプ）
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11380n
排水ヘッダー（工場組み立て品）



175mm以下

７．排水ヘッダー施工手順

（１）支持金具の仮止め

排水ヘッダーに同梱されている支持金具を、ヘッダー
本体に仮止めする。

図面・及び基礎貫通排水部材キット設置位置より排
水ヘッダーの設置位置を確認する。

（２）ヘッダー設置位置の墨出し

コンクリートビス等を使用して、支持金具を土間コンク
リートに取付ける。

（３）支持金具の土間コンクリート固定

排水ヘッダー

支持金具

排水ヘッダー

基礎貫通排水部材キット

コンクリートビス等

支持金具

仮止め

※支持金具の設定

固定不可

固定可

接触する為

基礎立上り

ねじりタイプ

基礎立上り

Ｌ字型タイプ

支持金具は「ねじりタイプ」を標準とする。

排水ヘッダー芯と基礎面との離隔が175mm以下の場
合、「L字型タイプ」を使用する。

配管芯を合わせる

＜前澤化成工業（株）製品＞
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基礎貫通排水部材キット

配管芯を合わせる

排水ヘッダー



排水ヘッダーに排水主管を接続する。

（４）ヘッダーと排水主管の接続

排水主管

排水ヘッダー

（５）排水ヘッダーと支持金具の本締め

排水ヘッダー及び排水主管の勾配が1/100になるよ
うに、仮止めしておいた支持金具と排水ヘッダーを調
整し本締めする。１

100 １
100

排水ヘッダー

排水主管

本締め

排水ヘッダー

排水主管

本締め

水平

排水ヘッダー

水平

※ヘッダー枝管方向は水平を保つように注意すること

（枝管） （枝管）

支持金具

（６）配管支持固定

排水主管及び排水枝管の支持固定は、排水ヘッダー
から500mm以内とし、以後は2000mm以内で配管を支
持固定すること。

上流側流入口にｲﾝｸﾘｰｻﾞｰ75ｘ50を接続する場合は、
排水ヘッダーから150mm以上の離隔を確保すること。
（器具の増設に対応するため）

500mm以内

50
0m
m
以
内

以後2000mm以内
支持金具

150mm以上流出

水平器
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ｲﾝｸﾘｰｻﾞｰ

排水ヘッダーは土間コンクリートに近接させ、できる
だけ低い位置に設置すること。



（７）排水ヘッダーを連結する場合の支持高さ

排水ヘッダーを連結させる場合、上流側の排水ヘッ
ダーの支持高さを以下に示す。

A

1000

2000

3000

140

150

160

B

190

200

210

C

排水ヘッダーの支持高さ(mm)

018

4000

5000

170

180

220

230

11380n

11380n
図2-56

11380n
排水ヘッダーを使用した場合、基礎貫通スリーブから屋外排水マスへの排水配管は
異径エルボ１００×７５を用いて１００㎜口径で接続する。



８．排水ヘッダー維持管理手順

　（１）屋外桝の点検口より維持管理器具を
　　　 挿入する。

　（２）屋内配管側へ向け、維持管理器具を
　　　 順次管路に沿って挿入し、清掃する。

　（３）屋内設置のビニヘッダー本体内、並びに
　　　 主配管路内を清掃する。

◆ 主配管路の清掃
　　           〔高圧洗浄機による例〕
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　（１）床下点検口より、床下設置のビニヘッダー
　　　 上部掃除口を開け、維持管理器具を挿入
　　　 する。

　（２）各器具排水管路へ維持管理器具を挿入し、
　　　 清掃を行う。

◆ 器具配管路の清掃
　　           〔高圧洗浄機による例〕
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９　．検査

排水ヘッダーと配管の接続

排水ヘッダーの支持固定

排水ヘッダー勾配確認

カラー接着剤の使用

支持間隔と支持金具の固定状況

水準器の使用（１／１００勾配）

目視

目視・触手

目視

配管施工終了時

配管施工終了時

配管施工完了時

項　　目 チェックポイント 検査方法 検査時期

１　０　　．排水ヘッダー取扱い上の注意

施工時の自主検査は、下記の要領にて実施すること。

●排水ヘッダーは分解しない。
●落としたり強い衝撃を与えない。
●直射日光の当たる炎天下や極寒の場所に放置しない。
●床上にクギ・突起物が無いことを確認し、排水ヘッダーにキズがつかないようにする。
●掃除口を開口した場合は、確実に締め込み排水試験を実施すること。

021

排水確認 排水桝にて排水状況を確認 目視 衛生器具設置完了時



022

１１．給排水設備設計図例
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管
7
5

合流Ａ

75100

(1)合流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

指導：排水ヘッダー以降の配管口径を100ｍｍとする。

計画例　合流Ａ

合流Ａ：基礎貫通部詳細

排水ヘッダー以降の配管口径を100ｍｍと指
導された場合でも、100ｍｍで基礎貫通した場
合、屋外にて配管の土かぶりが確保出来ない
事も有るが、品確法対応上基礎貫通部は、基
礎貫通スリーブを使用する。

屋外に出した後の第１エルボを100×75の異
径エルボとし、以降の配管を100ｍｍで桝まで
配管する事。

合流：汚水（トイレ）と雑排水は、排水ヘッダー　　
　　　で合流させ屋外排水桝へ接続させる。

024



025

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



通気配管

排水桝

合流Ｂ

屋外配管へ

75

排水ヘッダー

7
5

排水桝
分離桝

台所

5050

75

(1)合流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

計画例　合流Ｂ

合流Ｂ：台所排水用の分離桝例　ＢＭ100Ｖ

合流Ｂ：汚水（トイレ）と台所排水以外の雑排水は、排水ヘッダーで合流させ屋外排水桝へ接続させる。台　　
　　　　　所排水は単独で屋外分離桝又は、タメ桝に接続させる。
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



排水桝

屋外配管へ 排水ヘッダー

通気配管

排水ヘッダー

75

7
5

7
5

75

通気配管

分流Ａ

台所 洗濯 洗面
ＵＢ

トイレ

トイレ手洗

75

75

（2）分流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

計画例　分流Ａ

指導：汚水（トイレ）と雑排水（トイレ以外）を屋内合流してはいけない。

分流Ａ：汚水（トイレ）は別配管とする。
　　　　　雑排水は、屋内合流して屋外の桝に接続する。
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



通気配管

分流Ｂ

分離桝

屋外配管へ

75

75

7
5

通気配管

排水ヘッダー

排水ヘッダー

7
5

排水桝

排水桝

トイレ

トイレ
ＵＢ

洗面洗濯台所

手洗

75

75

（2）分流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

分流Ｂ：分離桝例詳細　ＢＭ100Ｖ

計画例　分流B

分流Ｂ：分離桝例詳細　　ＢＭＡ100

分流Ｂ：汚水（トイレ）は別配管とする。
　　　　　雑排水は、屋外の分離桝に接続する。
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



ＵＢ

排水ヘッダー

目皿付き桝

排水桝

排水桝

分流Ｃ

台所

屋外配管へ

洗濯

75

75

洗面

トイレ

排水ヘッダー

7
5

トイレ

通気配管
7
5

通気配管

手洗

75

75

（2）分流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

分流Ｂ：目皿付き桝例詳細　ＭＵＫ75－200

計画例　分流Ｃ

分流Ｃ：汚水（トイレ）は別配管とする。
　　　　　雑排水は、屋外の目皿付き桝に接続する。
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



通気配管

屋外配管へ 排水ヘッダー

排水ヘッダー

排水桝分離桝
排水桝

台所 洗濯 洗面
ＵＢ

トイレ

手洗 トイレ

分流Ｄ
通気配管

目皿付き桝
排水桝

（2）分流

行政指導内容別排水ヘッダー計画

分流Ｄ：汚水（トイレ）は別配管とする。
　　　　　台所排水は、屋外の分離桝に接続し、
　　　　　台所以外の雑排水は、屋外の目皿付き桝に接続する。

計画例　分流Ｄ

台所排水：分離桝例詳細　ＢＭ100Ｖ

台所以外の雑排水：
目皿付き桝例詳細　ＭＵＫ75－200
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11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380

11380



システムバス配管　50mm洗面配管　50mm

給水配管　13mm

排水ヘッダー　２口主配管　75mm

洗濯機配管　50mm

給水ヘッダー　９口

排水ヘッダー　２口

75mm（通気あり）
２階大便器・洗面合流配管

75mm（屋外排水桝と接続）
基礎貫通排水部材キット

手洗器配管50mm

掃除口　75mm

主配管　75mm

75mm
大便器配管

トイレ内

①排水器具を排水パターン別に排水する。

器具

大便器（１階・２階）

洗面所

洗濯機（42ﾘｯﾄﾙ）

システムバス（240ﾘｯﾄﾙ）

キッチン

※擬似汚物・トイレットペーパー使用。洗濯洗剤混入。

仕様

節水型　8ﾘｯﾄﾙ

洗い流し

排水流量

2.3　ﾘｯﾄﾙ／秒

0.2　ﾘｯﾄﾙ／秒

0.4　ﾘｯﾄﾙ／秒

0.9　ﾘｯﾄﾙ／秒

0.2　ﾘｯﾄﾙ／秒

トイレットペーパー逆流発生

従来配管工法

①排水ヘッダーの排水性能を確認する。
②排水時の逆流の有無を確認する。
③従来配管工法との排水性能を比較する。

①配管路に設置した測定トラップにて管路内の圧力（正圧・負圧）を測定する。
②枝管への逆流の有無を目視確認する。

１
階
全
器
具
排
水

全
器
具
排
水

排水器具パターン

洋風大便器 洗面所 洗濯機 ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ キッチン
１Ｆ ２Ｆ

圧
　
力

通
　
気

前
澤
化
成
品

+5mm正
圧

負
圧

無

正
圧

負
圧

無

有

有

-24mm

+23mm

-2mm

判
　
定

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○○×

備　考
従
来
配
管

溜め流し

溜め流し

洗い流し

×

×

手洗い 洗い流し 0.1　ﾘｯﾄﾙ／秒

手洗い

○

○

※基礎貫通排水部材キットは
７５ｍｍを使用
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１２．排水ヘッダー水理実験例

１３．排水ヘッダー施工例




